
第
八
節
 
糖
業
保
護
政
策
の
加
般
 
 
 

【
砂
桝
方
】
 
農
務
官
署
の
中
に
退
か
れ
ま
し
た
。
 
■
 
 

砂
桝
に
係
る
諸
般
の
貸
し
下
げ
金
を
詐
紺
し
、
之
を
折
方
に
通
し
て
貸
付
け
し
め
、
且
つ
保
護
勧
奨
事
務
を
絶
耕
す
る
朔
で
あ
り
ま
す
 
 

散
発
事
務
に
従
事
し
て
居
る
甘
皮
は
年
晶
肴
を
賜
ひ
、
且
つ
十
年
毎
に
官
等
に
よ
つ
て
金
銭
物
品
を
脇
ふ
特
典
が
あ
り
ま
し
た
 
 

【
警
】
拗
屋
詣
詣
詑
）
に
附
属
し
て
居
ま
し
た
。
砂
糖
た
閲
す
る
金
餞
…
約
の
選
露
朗
報
㌍
㍉
）
 
 

勘
定
奉
行
中
日
下
儀
右
街
門
を
王
佐
と
す
。
氏
は
金
銭
貸
借
の
事
務
に
長
じ
て
居
た
か
ら
之
を
抜
擢
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

西
方
の
意
義
＝
＝
砂
散
の
利
ハ
盆
に
よ
つ
て
藩
債
を
皆
済
す
る
と
い
ふ
意
か
ら
取
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

【
砂
桝
収
紺
役
】
 
皿
に
砂
桝
係
と
も
い
ふ
。
 
 

甘
藍
栽
培
砂
糖
製
造
の
営
利
あ
る
こ
と
を
廣
く
農
民
に
論
告
し
、
共
業
を
勧
奨
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

第
二
′
巻
 
 
第
三
兢
 
 

讃
 
岐
 
砂
糖
 
史
 
 

岡
 
 
田
 
 
 
唯
 
 
吉
 
 

（
二
二
二
）
 
 
六
八
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叫
郡
中
里
正
文
は
愚
民
有
志
中
か
ら
老
暫
時
誌
の
人
を
選
び
、
其
功
の
如
何
に
よ
つ
て
は
砂
糖
倉
用
役
員
と
舛
く
帯
刀
を
許
し
、
又
 
 

は
士
族
に
列
し
、
邦
諸
を
賜
ふ
等
の
特
典
が
あ
り
ま
し
た
。
今
の
大
川
郡
相
生
柑
の
濱
拍
氏
、
津
m
町
の
上
野
氏
丹
生
村
の
木
村
氏
 
 

高
松
の
津
囲
屋
（
燥
‖
氏
）
は
之
で
あ
り
ま
す
。
 
 

【
砂
桝
倉
所
】
 
初
め
砂
糖
関
屋
と
い
ふ
て
屈
ま
し
た
。
 
 

藩
内
九
箇
所
に
設
鹿
し
、
床
糖
地
方
資
産
家
を
選
び
、
琢
て
身
元
保
誇
の
質
由
畑
を
洒
方
に
約
し
退
き
、
諸
般
の
貸
下
金
を
櫓
任
す
 
 

る
朋
（
鮎
噸
鋸
腎
臓
机
昆
沌
瑚
）
で
著
し
桝
業
者
へ
芹
け
蛋
の
取
立
が
出
水
な
か
つ
て
も
之
を
耕
償
し
、
決
七
損
害
を
藩
 
 

府
に
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を
撃
っ
た
着
で
あ
り
ま
す
。
此
脅
桝
で
取
扱
ふ
べ
き
金
銭
融
通
め
析
新
方
法
及
愈
所
に
輿
へ
ら
れ
た
恥
此
ハ
等
 
 

凡
そ
先
の
通
り
。
 
 

奥
印
帝
借
 
 
甘
藍
は
多
く
の
肥
料
を
婁
す
る
か
ら
、
収
穫
嵐
を
多
く
す
る
焉
に
は
敢
も
多
く
の
肥
料
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

い
。
故
に
甘
藍
作
付
後
、
該
肥
料
の
資
本
と
し
て
通
常
の
貸
下
金
を
婁
す
る
。
此
貸
付
金
は
里
正
文
は
大
庄
屋
の
奥
書
を
受
け
、
砂
 
 

枠
分
桝
に
巾
讐
べ
冨
の
と
し
て
あ
る
（
順
謂
摘
㍑
）
。
 
 

甘
蕾
付
の
時
仙
盈
掴
礪
錆
机
馴
）
に
貸
付
け
、
其
利
志
叫
箇
月
毎
に
今
の
警
固
に
つ
き
冨
の
割
で
完
金
と
共
に
若
け
た
 
 

円
か
ら
溝
叫
閏
年
後
に
徴
集
し
ま
す
。
而
し
て
此
貸
付
金
を
取
扱
ふ
者
は
砂
研
倉
囲
で
あ
る
か
ら
該
手
数
料
と
し
て
曾
囲
に
限
り
肥
 
 

料
を
他
聞
入
船
の
時
恵
に
之
を
買
入
れ
鼎
應
の
口
餞
を
取
ら
せ
る
特
許
を
興
へ
ま
し
た
。
 
 

併
し
な
が
ら
普
崇
多
額
の
口
銭
蚤
る
こ
と
姦
ひ
、
農
家
は
貸
付
金
霞
て
白
山
に
肥
料
問
屋
（
用
韻
珊
競
兢
謂
蛸
再
）
 
 

讃
岐
砂
糖
ぬ
 
 

（
三
二
三
）
 
 
六
九
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か
ら
買
入
れ
る
こ
と
が
円
木
る
や
う
に
し
た
か
ち
、
研
業
を
澄
む
者
の
付
利
が
犬
で
あ
る
。
 
 

船
中
為
替
 
 
床
桝
者
が
米
変
の
如
く
、
秋
根
の
時
季
に
山
崇
貝
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
、
公
租
の
買
約
等
に
窮
す
る
の
で
各
 
 

其
必
要
の
金
額
に
應
じ
て
不
動
産
（
捌
）
を
洒
方
に
出
さ
せ
て
畳
き
二
應
其
申
出
を
調
査
し
、
驚
際
入
用
の
額
を
認
め
開
偶
の
詮
を
 
 

興
へ
て
臍
方
よ
り
舎
員
鼻
下
げ
さ
せ
る
。
此
芹
は
製
楷
の
雫
凰
汁
朋
封
酎
杷
月
）
に
於
て
、
製
糖
の
偵
格
七
分
に
誉
金
員
を
 
 

登
付
け
、
翌
年
八
月
に
精
算
返
納
せ
さ
る
。
利
子
は
月
九
朱
、
即
ち
今
の
金
作
園
に
肘
九
拾
餞
で
あ
る
け
れ
ど
、
脅
桝
は
其
内
二
朱
 
 

即
就
拾
餞
の
利
子
を
約
め
、
桝
業
者
へ
貸
付
け
る
烹
に
任
す
る
や
う
に
し
て
あ
る
。
 
 

敵
中
為
替
畿
行
の
理
由
。
 
 

シ
ロ
ン
タ
 
 
 

甘
薦
を
収
穫
し
、
・
之
を
製
造
⊥
て
白
下
（
初
製
祈
）
と
し
、
蒐
に
之
を
粘
重
し
て
白
旗
と
し
た
時
、
之
を
郡
命
に
違
癒
し
て
販
資
し
 
 

な
け
れ
ぼ
充
分
の
苗
偵
を
得
難
い
か
ら
、
之
に
焉
替
金
を
貸
付
け
、
大
阪
に
運
搬
し
て
賛
見
さ
せ
る
事
と
し
た
。
 
 
 

犬
版
は
全
盟
竺
の
市
場
で
、
各
地
の
物
産
は
必
す
」
庶
此
桝
に
集
り
、
更
に
共
栄
川
地
に
抽
資
す
か
も
の
で
あ
る
か
ら
販
路
が
 
 

汲
も
靡
い
。
け
れ
ど
該
地
の
商
要
人
は
其
南
棟
を
掌
挺
し
、
且
つ
資
金
が
豊
か
・
で
あ
る
か
ら
、
尊
貴
の
利
を
私
し
、
随
て
弊
害
の
甚
し
 
 

い
も
が
あ
る
故
、
我
讃
岐
砂
桝
の
賢
捌
は
該
地
で
特
別
の
允
可
を
得
問
屋
手
離
と
い
つ
て
、
問
屋
の
制
を
設
け
ず
、
我
立
て
た
朋
の
 
 

共
人
の
如
何
を
閃
は
ず
、
該
地
の
商
資
人
で
資
産
あ
り
、
且
つ
信
用
あ
る
者
に
委
託
販
安
さ
せ
る
。
そ
し
て
該
地
に
砂
 
 

規
約
に
よ
り
、
 
 

嘩
骨
桝
轟
け
、
粗
糖
（
か
糀
貼
㍍
娼
）
の
積
み
上
つ
た
砂
糖
の
各
印
譜
二
分
荷
と
栴
へ
共
十
分
の
二
を
暮
朗
凝
揚
 
 

げ
耳
請
鵬
相
調
周
囲
詔
鑓
持
戒
詣
残
る
八
分
は
之
姦
別
に
選
管
た
問
屋
（
絹
謂
謂
指
紋
㌍
㌫
駅
拍
 
 
 

節
 
こ
巻
第
三
兢
 
 

（
三
こ
四
）
 
 
七
〇
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が
畔
鴇
）
の
中
へ
、
随
意
に
荷
抜
け
を
し
、
其
讐
つ
露
警
頭
誌
主
罷
っ
て
買
入
と
防
議
を
逸
げ
る
の
で
あ
豊
す
。
 
 

併
し
英
資
買
慣
格
に
於
て
或
は
不
相
常
ぁ
と
と
が
参
ら
う
か
と
云
ふ
こ
と
を
恐
れ
ご
基
に
脅
桝
へ
荷
揚
げ
し
た
二
分
の
砂
釈
を
公
 
 

平
至
大
入
札
場
（
鴨
㌔
駒
豊
新
問
罪
ほ
謂
憎
芯
聖
て
安
男
し
、
其
償
格
を
八
分
の
諸
寄
僧
格
と
比
警
せ
 
 

る
便
を
輿
へ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
や
故
に
昏
捌
人
は
勿
論
組
精
々
頭
に
於
て
、
貸
買
の
閉
篭
も
好
計
を
施
す
飴
地
を
な
く
し
た
か
ら
 
 

常
に
其
慣
格
に
不
箇
な
こ
と
は
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
 
 
 

而
し
て
其
貸
賃
憤
腐
は
糖
業
者
を
管
理
し
て
居
る
砂
糖
脅
桝
に
報
督
し
、
該
脅
桝
を
し
て
奥
印
挿
倍
、
船
中
馬
琴
別
段
雷
撃
 
 

（
稽
J
等
の
計
誓
遂
げ
さ
せ
る
の
で
雪
。
 

憲
二
篤
替
 
製
糖
時
期
に
運
搬
し
な
か
っ
た
嬢
糖
を
、
春
に
な
つ
て
造
摸
す
る
か
ら
名
つ
け
た
も
の
で
、
他
は
前
と
同
じ
で
あ
る
 
 

別
段
篤
替
 
芸
格
付
人
が
収
穫
の
甘
鹿
を
製
造
し
て
、
砂
糖
と
し
て
、
2
を
薯
却
し
な
け
れ
ば
、
公
租
の
式
約
に
困
窮
す
る
 
 

か
ら
一
之
む
貸
付
け
る
の
で
あ
る
。
故
に
怠
横
牧
の
時
期
（
肘
詣
鮒
県
）
品
と
何
故
に
よ
り
貸
付
け
、
其
翌
年
相
月
に
取
警
 
 

か
の
で
あ
る
。
然
し
製
糖
の
資
却
を
経
へ
な
い
聞
は
猶
琢
す
る
制
で
あ
り
ま
し
駕
 
 

振
更
篤
替
 
以
上
二
面
の
精
算
に
常
り
、
砂
糖
脅
桝
は
僻
巣
窟
よ
り
取
立
て
の
出
来
な
か
っ
た
金
額
を
、
同
禽
朗
へ
貸
付
の
分
 
 

ょ
し
て
粗
野
を
遮
げ
さ
せ
る
制
で
あ
・
つ
た
。
此
貸
附
金
の
利
子
は
、
九
朱
の
割
で
三
筒
月
を
以
て
期
限
と
し
ま
す
。
 
 

留
鳥
蓉
 
板
東
焉
替
が
あ
つ
て
奥
印
拝
借
、
船
中
雷
管
別
段
為
替
の
精
算
を
な
さ
し
め
て
も
、
不
時
の
天
災
又
は
非
常
時
 
 

攣
に
遇
ひ
、
尊
嘗
慾
諒
す
へ
き
隠
に
あ
た
㌢
女
給
欝
を
為
さ
し
め
る
の
に
は
、
、
彼
砂
糖
合
朗
に
篠
て
よ
り
貯
蓄
さ
せ
で
あ
る
浦
道
 
 

讃
岐
砂
糖
虫
 
 

全
ユ
ニ
孟
）
 
．
・
七
－
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霹
二
懲
 
第
三
批
 
 

竺
二
告
 
七
〓
 
 

上
金
が
あ
り
、
叉
共
成
約
し
て
屠
る
倉
朔
口
響
以
て
償
却
さ
せ
て
も
－
饗
に
誉
な
け
れ
ば
精
義
雷
至
ら
な
い
か
ら
、
斯
 
 

く
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
‖
而
し
て
此
篤
棒
金
は
無
利
†
の
特
典
を
典
へ
た
け
れ
ど
、
三
十
年
冊
萱
厘
の
損
失
も
な
か
っ
た
。
 
 

浦
運
上
 
砂
糖
露
語
竃
ぺ
∴
倉
底
（
欝
配
檀
）
を
二
分
適
上
（
詣
鯛
）
の
内
よ
り
砂
糖
倉
朗
へ
箕
患
者
 
 

へ
て
貯
蓄
さ
せ
、
若
し
非
常
の
損
害
に
樅
っ
た
時
、
之
を
桝
供
さ
せ
る
橡
鵬
に
充
て
る
む
の
で
あ
る
。
 
 

切
亭
錦
 
紗
敬
遠
毎
に
蕾
藩
札
産
品
警
り
徴
収
し
、
2
を
砂
研
倉
桝
へ
典
へ
る
の
雲
ふ
。
之
は
砂
横
柄
田
の
際
 
 

該
脅
桝
に
於
て
切
手
、
即
ち
目
録
菅
輿
ふ
る
の
手
数
料
と
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
砂
鞘
台
所
は
此
内
数
分
を
割
い
て
、
清
 
 

市
朋
へ
分
掬
す
る
の
で
あ
る
ヤ
是
れ
浦
春
期
は
鵡
給
だ
か
ら
砂
柄
精
出
多
舶
の
矯
、
警
護
の
煩
雑
に
封
じ
其
労
を
謝
す
、
る
焉
セ
あ
え
 
 

と
い
ひ
ま
す
〇
 
 

愈
所
に
封
す
る
藩
の
保
護
 
斯
く
倉
用
は
藩
府
の
金
銭
忍
扱
ふ
撃
あ
る
か
ら
、
邸
地
は
警
免
管
し
、
叉
藩
臆
が
用
 
 

ふ
る
祈
の
撃
⑧
入
大
小
凋
灯
萱
ハ
ヘ
、
其
膏
も
の
蜂
合
邦
の
門
内
に
吊
し
、
小
な
る
も
の
凋
走
の
際
用
ふ
る
こ
 
 

と
を
許
可
し
、
以
て
響
麓
に
供
す
る
。
若
し
該
徽
華
に
則
し
暴
鞠
を
な
す
も
の
が
あ
つ
た
ら
、
貫
い
谷
を
両
帝
け
る
こ
と
を
公
示
し
 
 

牒
非
常
の
時
は
抑
（
斡
謁
礪
）
に
還
さ
せ
る
。
而
し
て
該
合
邦
の
琵
で
執
務
音
量
莞
降
誓
致
す
の
功
あ
つ
空
き
 
 

町
之
に
帯
刀
を
許
し
、
且
つ
士
族
に
列
し
秤
謂
を
賜
ふ
こ
と
に
な
つ
て
屠
る
っ
 
 

製
糖
蓉
は
射
す
る
輿
励
法
 
宗
の
頗
は
地
質
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
、
三
盆
柄
の
如
き
蜂
共
通
地
に
璧
ソ
之
を
製
警
せ
 
 

る
淀
ど
、
共
他
昼
禁
し
て
あ
る
。
是
蜂
其
廣
地
に
適
す
る
製
造
で
な
け
れ
ぼ
、
利
㌫
が
多
分
で
な
く
、
且
つ
和
製
濫
造
を
防
ぐ
焉
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第
九
節
 
製
糖
業
哉
達
概
況
 
 
 

【
叫
】
 
天
・
保
 
以
 
前
 
 

讃
岐
砂
糖
史
 
 

で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

製
糖
宥
が
新
に
良
法
を
蔑
明
し
、
自
他
の
利
便
を
致
し
た
者
は
、
大
に
賞
賛
し
て
物
品
を
賜
ひ
、
或
は
帯
刀
御
免
の
特
典
を
典
へ
、
 
 

若
し
製
糖
に
不
正
行
馬
が
あ
つ
た
時
は
、
必
ず
之
を
欝
音
す
る
こ
と
1
し
ま
し
た
。
 
 

塘
覚
者
に
封
す
為
収
税
法
 
 

（
二
分
讐
）
製
糖
車
軸
金
芽
の
二
を
、
共
寄
（
欄
柄
堅
に
誓
書
桝
凝
讐
せ
、
砂
桝
方
へ
約
附
さ
せ
る
い
 
 

（
串
 
株
）
 
製
傭
者
は
願
出
に
よ
り
鑑
札
を
下
附
し
、
税
金
と
し
て
辞
林
叫
故
に
つ
き
、
毎
年
金
二
分
を
約
附
さ
せ
る
。
該
金
は
 
 

階
業
者
よ
り
里
正
に
出
し
、
選
択
は
之
を
砂
借
方
に
納
附
す
る
。
 
 

（
伸
男
株
）
 
免
許
税
金
二
朱
を
納
め
、
仲
買
鑑
札
を
受
誓
せ
る
（
謂
躇
前
）
 
 

（
親
船
株
）
 
製
糖
を
瑞
就
す
る
商
姶
は
、
組
合
を
立
て
親
船
と
糾
し
、
剛
枠
毎
に
免
許
棚
金
剛
歩
を
約
め
て
鑑
札
を
受
け
さ
せ
る
 
 

掛
紡
は
高
低
の
砂
勘
を
分
多
に
積
載
す
る
も
の
な
れ
ば
、
非
常
の
際
之
を
償
却
さ
せ
る
為
、
運
賃
の
内
二
、
十
分
の
仙
、
或
は
二
分
を
 
 

積
立
さ
せ
、
之
を
騎
寄
り
砂
開
合
桝
へ
有
利
に
掛
け
さ
せ
、
非
常
の
禦
‖
に
備
へ
さ
せ
る
。
親
船
夕
頭
に
も
共
賃
の
鴇
分
を
精
み
筐
 
 

き
、
非
常
の
損
失
に
梶
る
時
は
之
を
桝
供
さ
せ
る
。
 
 

（
三
二
七
）
 
 
七
三
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何
食
二
匁
三
分
（
今
の
参
銭
五
度
）
 
 
 

備
考
 
血
斤
は
二
百
三
十
日
 
 

【
三
】
 
天
保
七
年
よ
り
明
治
閏
年
迄
三
十
六
年
間
 
 

【
二
】
 
天
保
六
年
保
護
政
策
以
後
 
 

第
」
一
粒
∴
二
鹿
ニ
ュ
胎
 
 

凡
そ
三
周
警
務
し
（
編
鮎
謂
謂
軌
譜
舟
綜
竺
至
十
匁
）
 
 

亘  政 他 保  

右
 
叫
 
年
平
均
組
付
段
別
 
 

町
 

．
戯
．
㌧
 
二
四
囲
三
、
三
、
〓
瓦
 
 
 

（
一
訊
l
＝
一
婦
に
任
官
六
十
日
斤
で
甘
七
十
斤
ね
容
ろ
ミ
も
い
ふ
）
 
 

（
三
二
八
）
 
 
七
凹
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此
 
 

【
周
】
 
製
糖
資
質
機
関
 
 

∵
嵩
高
松
藩
が
財
政
の
困
難
を
極
む
る
に
方
り
、
金
港
の
官
吏
は
汲
々
と
し
て
共
挽
回
策
を
講
じ
て
見
た
が
、
中
々
甘
く
は
い
か
 
 

な
か
つ
た
。
偶
々
向
山
周
慶
が
開
業
の
大
に
有
利
で
あ
る
こ
と
を
我
見
し
、
藩
政
の
焉
建
議
す
る
桝
あ
り
、
之
が
直
に
雷
路
者
の
 
 

探
用
す
る
桝
と
な
つ
た
が
、
其
賛
雄
の
方
法
に
な
つ
て
は
傭
ほ
未
た
完
全
し
て
居
な
か
っ
た
か
ら
、
蒐
ら
に
常
路
者
は
色
々
奮
慮
 
 

の
結
英
、
終
に
宮
内
辰
五
郎
の
建
究
に
よ
り
其
目
的
を
達
し
、
富
囲
の
葦
を
輿
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
之
を
聾
す
る
に
向
山
 
 

周
慶
あ
つ
て
其
基
を
開
き
、
宮
内
辰
五
郎
あ
つ
て
其
業
を
創
め
、
常
時
の
執
政
寛
速
水
あ
つ
て
其
功
を
会
う
し
た
の
で
あ
る
。
向
 
 

山
宮
内
の
丙
人
が
あ
つ
て
も
執
政
英
人
を
得
な
け
れ
ば
、
斯
く
銃
断
を
以
て
偉
功
を
奏
す
る
寄
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

晃
来
執
政
は
常
に
心
を
経
臍
に
用
ひ
、
農
工
商
民
の
面
脅
を
求
め
る
も
の
が
あ
る
と
、
必
ず
之
に
接
し
て
「
余
は
多
忙
の
身
で
 
 

あ
る
が
、
来
訪
の
旨
趣
は
必
ず
緊
急
の
談
が
あ
る
に
追
ひ
な
い
」
と
口
ふ
の
は
、
應
按
の
時
冒
頭
の
常
語
で
あ
つ
た
。
故
に
精
確
 
 

砂
 
糖
 
脅
 
桝
 
 
 

尊
 
 

称
 
 
 

仲
 
 
買
 
 
人
 
 
 

船
 
 
 

搾
 
 

屋
 
 
 

讃
岐
秒
．
糖
免
 
 

九
、
筒
所
 
 

有
千
五
洋
 
 
 

一
千
人
 
 

二
百
飴
他
 
 

州
 
百
人
 
 

（
詣
㌶
愕
ほ
岬
啓
㌍
粕
川
鮎
鰐
禰
典
）
 
 

大
阪
砂
糖
脅
所
 
 間

 
 

五
二
三
，
〓
叫
ニ
、
一
叫
 
 

両
 
箇
所
 
 守

一
こ
九
）
 
 
七
五
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バ
±
三
〇
）
 
七
六
 
 

第
二
懸
 

の
意
見
を
有
し
て
屠
る
者
で
な
け
れ
ぼ
、
放
て
面
識
を
請
は
な
か
っ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
執
政
が
民
情
に
通
暁
し
∵
事
埋
に
 
 

明
達
で
あ
つ
た
事
は
、
今
日
翻
ほ
古
老
の
賞
賛
し
て
居
る
桝
で
あ
り
ま
す
。
 
 

叉
執
政
は
拗
農
を
以
て
自
ら
任
じ
て
た
か
ら
、
銀
行
⊥
て
痔
々
村
落
を
巡
親
し
、
 

た
も
の
で
す
か
ら
、
郡
奉
行
は
之
を
代
官
に
、
代
官
は
之
を
手
代
役
に
命
し
て
、
農
民
の
勤
怠
を
詳
細
に
取
調
べ
て
、
著
し
く
悲
へ
 
 

功
を
奏
七
夜
故
、
常
時
全
開
の
農
事
は
我
輩
岐
を
優
等
の
地
位
に
置
く
や
う
に
な
つ
た
と
い
ひ
ま
す
。
而
し
て
大
内
、
塞
川
粥
郡
 
 

は
鞘
に
園
内
の
裏
地
域
に
著
、
寛
讐
午
（
鮎
駈
稲
）
よ
晶
讐
年
（
配
鮎
駈
ポ
）
ま
で
八
右
聞
毎
年
暫
に
撃
七
町
 
 

五
段
歩
の
平
均
を
以
て
、
耕
作
段
別
を
増
し
、
就
中
弘
化
嘉
永
年
問
（
頼
胤
藩
主
）
は
斯
業
全
盛
の
極
に
達
し
、
郡
内
m
畑
で
は
甘
 
 

謄
の
外
に
は
他
作
物
を
見
す
、
恰
も
林
の
や
う
な
状
況
で
し
た
か
ら
、
共
産
柄
覇
は
九
千
萬
斤
を
労
し
、
内
国
物
産
の
常
位
を
占
 
 

め
た
の
で
あ
呈
す
（
択
馴
蛸
）
。
而
し
て
慶
應
年
別
、
執
政
松
崎
驚
街
＝
が
出
て
常
に
髄
倹
を
尊
び
、
賓
移
産
む
や
う
に
し
 
 

た
も
の
で
す
か
ち
．
「
開
業
は
密
移
に
屈
す
る
も
の
だ
と
て
必
ず
之
を
制
醸
す
る
で
あ
ら
う
と
」
悪
意
俸
が
行
は
れ
ま
し
た
。
 
 
 

是
か
ら
甘
庶
の
柚
付
は
、
忽
ち
大
に
減
少
し
た
と
云
ひ
ま
す
。
偶
々
離
右
衛
門
は
公
用
の
焉
、
江
戸
に
赴
か
う
と
し
て
、
釆
 
 

櫓
の
際
、
或
人
が
満
右
衛
門
に
勤
し
「
訳
が
本
港
の
執
政
と
な
る
と
甘
藍
柿
附
が
甚
ト
く
減
少
し
た
。
こ
れ
は
砂
糖
が
費
洋
品
に
 
 

屈
す
る
物
だ
か
ら
、
君
が
之
を
雉
ふ
念
の
あ
る
こ
と
を
労
っ
た
放
で
あ
ら
う
。
驚
に
執
政
の
威
種
と
云
ふ
も
の
蜂
素
略
し
い
も
の
 
 

だ
と
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
骨
げ
た
。
此
時
猷
右
街
門
は
大
に
驚
い
て
、
そ
れ
は
自
分
の
意
糾
の
あ
る
朔
を
知
ら
な
い
の
 
 

だ
と
云
っ
て
、
直
に
書
を
鼓
し
て
「
桝
業
は
本
務
相
和
の
物
産
で
あ
る
か
ら
、
共
保
護
勧
奨
に
努
力
し
て
共
隆
盛
を
は
か
れ
、
又
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共
趣
旨
を
溶
民
叫
般
に
愁
諭
勧
告
を
せ
よ
、
臼
分
は
今
方
に
改
良
法
の
考
案
中
で
あ
る
の
だ
ぞ
」
と
之
を
常
局
に
典
へ
ま
し
寛
 
 
 

之
が
篤
、
忽
ち
同
年
に
≠
庶
の
納
付
は
叫
千
町
歩
を
増
し
、
製
糖
密
か
ら
中
林
を
鵬
出
る
者
仙
千
内
外
の
多
数
に
上
つ
た
。
こ
 
 
 

れ
が
蒋
中
什
庶
栽
培
の
故
も
盛
な
る
時
代
で
、
其
製
桝
も
多
額
を
極
め
、
普
に
二
十
二
常
態
栂
の
罰
感
に
達
し
た
か
ら
、
益
々
進
 
 

て
桝
菜
に
靂
の
保
蕾
警
加
へ
、
大
に
其
改
良
蓬
を
さ
せ
や
う
と
訂
苦
し
ね
か
、
惜
い
競
清
三
年
軍
の
撃
（
遮
断
闇
 
 

離
爛
れ
㍍
媚
欄
）
に
集
れ
ま
し
た
。
 
 
 

洗
右
衛
門
は
剛
毅
果
敢
の
人
で
あ
る
か
ら
、
若
し
共
天
詩
を
全
う
し
て
居
た
ら
、
必
ず
や
従
来
の
方
法
を
斌
張
し
、
骨
…
時
に
適
 
 
 

す
る
保
毒
政
策
を
施
し
、
そ
し
て
外
桝
に
拙
技
し
且
つ
進
ん
で
之
を
踵
倒
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
道
に
し
て
此
賢
艮
執
政
を
 
 
 

来
っ
た
こ
と
は
、
藩
の
焉
大
に
痛
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
桝
で
あ
り
ま
す
。
（
讃
岐
階
差
の
沿
革
）
 
 

【
附
託
｝
 
 

大
内
那
の
産
研
は
桝
質
極
て
粘
純
（
摘
摘
相
継
）
で
あ
つ
荒
ら
、
維
新
後
相
蕉
村
三
谷
鴻
次
郎
は
宮
内
省
の
命
を
受
け
、
毎
年
三
 
 

盆
糖
の
上
納
御
用
を
つ
と
め
、
現
今
二
谷
中
八
れ
之
晶
て
屠
る
（
納
附
駈
請
錯
）
。
 
 
 

文
官
内
省
御
用
基
ナ
商
京
郡
叫
條
通
鳥
丸
四
人
る
虎
屋
よ
り
上
納
し
て
居
る
 
盤
上
を
始
め
奉
り
各
官
様
方
御
用
の
英
子
は
、
絶
 
 

て
我
訳
軋
で
督
す
る
≡
盆
膳
を
用
琶
琴
尚
ほ
讃
さ
れ
て
屠
る
と
云
ふ
こ
と
で
、
葦
に
潜
岐
楷
の
柴
草
は
大
で
雪
（
助
 
 

。
 
 
 

）
 
 
 

然
し
な
が
ら
明
治
維
新
騰
落
と
共
に
、
動
作
保
護
の
法
が
戯
れ
た
か
ら
、
珊
退
歩
の
趨
勢
を
示
し
、
加
ふ
る
に
世
の
進
化
は
膳
需
 
 

讃
岐
砂
糖
ぬ
 
 

（
三
三
一
）
 
 
七
七
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（
三
三
二
）
 
七
入
 
 

儒
こ
懸
 
第
三
兢
 
 

用
の
膨
大
を
促
し
、
内
地
産
の
み
で
供
給
を
支
へ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
結
果
、
ノ
外
楷
の
輸
入
と
な
り
、
彼
の
償
爾
は
頗
る
低
 
 

魔
で
、
忽
ち
需
川
を
吸
収
す
る
威
力
を
慈
に
し
、
尭
に
我
潜
桝
は
年
竺
来
朝
を
盈
ね
、
其
非
望
別
途
定
に
想
像
の
及
ぼ
さ
る
も
の
が
 
 

（
未
完
）
 
 

あ
り
、
此
に
於
て
其
挽
回
を
は
か
る
馬
、
讃
岐
糖
業
倉
配
の
設
立
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 
 

豊
 
島
 
直
 
通
 
 
 

陪
 
審
 
員
 
の
 
倍
 
念
 
 

今
か
ら
有
年
げ
か
り
闘
将
逸
に
ト
イ
ヱ
ル
バ
タ
ハ
ミ
い
ふ
聾
者
が
あ
り
よ
し
た
。
こ
の
人
ほ
大
撃
教
授
富
し
て
¢
経
験
も
 
 

あ
り
、
叉
立
法
者
ミ
し
て
も
深
き
経
験
ね
有
し
刑
法
上
一
新
時
期
を
謝
し
た
人
で
あ
り
よ
す
。
こ
の
人
が
燭
逸
の
ア
y
ス
バ
 
 
 

ッ
ハ
l
‥
あ
る
環
逸
の
控
訴
院
長
時
代
に
一
人
の
悪
い
彊
臣
が
バ
ィ
ヱ
中
ソ
王
室
に
ぁ
つ
て
旺
ん
に
棟
力
み
慾
に
し
て
居
た
。
 
 
 

そ
の
人
ほ
ベ
ツ
ツ
ジ
ヤ
γ
ト
ミ
云
ふ
伯
怖
で
ぁ
り
、
大
臣
に
も
な
つ
吾
輩
が
あ
る
が
、
慌
分
悪
い
尊
を
し
て
脅
喝
殺
人
ほ
ね
ろ
 
 
 

か
な
‥
ミ
、
王
嚢
の
嘗
ね
横
領
し
、
王
の
侍
女
わ
自
分
の
要
に
す
る
な
ど
態
串
の
限
り
を
蓋
し
た
も
の
で
ぁ
ろ
。
し
か
し
蓬
 
 
 

に
ほ
悪
運
つ
与
て
刑
の
訴
追
も
受
け
る
身
ミ
な
つ
た
が
、
其
の
時
バ
イ
ヱ
か
ソ
王
ほ
こ
の
詐
訟
に
於
て
ペ
ッ
ク
ジ
ャ
ル
ト
は
 
 
 

必
や
死
刑
に
な
ろ
で
わ
ら
う
ざ
考
へ
た
。
併
し
柁
別
に
な
ろ
＝
ミ
托
可
愛
相
だ
か
ら
無
期
徒
刑
に
し
て
や
れ
ミ
い
ふ
の
で
詔
 
 
 

勅
ね
出
し
て
未
だ
裁
列
の
済
ま
な
い
前
に
こ
彼
ね
無
期
刑
に
施
し
て
入
堺
ぜ
し
め
て
し
よ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
十
五
年
程
廊
首
し
 
 
 

て
王
ほ
自
分
が
し
た
屁
置
．
い
艮
い
か
悪
い
か
か
云
ふ
‥
ミ
を
者
み
て
其
常
時
ア
y
ス
バ
ヅ
（
控
訴
院
長
の
ト
イ
ヱ
か
∴
ハ
ツ
八
 
 
 

に
諮
問
し
㍗
。
そ
れ
£
り
尭
他
撃
撃
沓
ほ
悉
く
、
「
か
～
る
悪
人
ね
入
獄
古
L
め
た
る
托
常
然
で
ぁ
る
。
そ
れ
に
更
に
仁
慈
 
 
 

み
も
つ
て
死
一
等
を
誠
せ
ら
れ
た
る
こ
ミ
も
亦
甚
だ
時
菩
返
し
た
取
計
で
ぁ
つ
た
」
守
谷
へ
た
、
然
る
に
ト
イ
ヱ
ル
バ
ッ
 
 
 

ハ
の
み
ほ
「
そ
れ
托
い
け
な
い
直
ち
に
出
祓
壱
し
め
な
け
れ
l
‡
い
け
な
い
」
ミ
答
へ
た
。
何
だ
な
れ
ほ
未
だ
裁
列
な
く
し
て
刑
 
 
 

罰
ミ
い
ふ
も
の
み
加
ふ
る
‥
ミ
ほ
出
来
な
い
。
た
ミ
い
王
者
ミ
韓
も
裁
判
を
さ
せ
な
ぃ
で
彼
み
触
期
刑
l
こ
†
る
こ
ミ
持
出
来
 
 
な
い
ミ
云
ふ
の
で
ぁ
り
よ
†
。
之
托
全
く
高
潔
な
る
正
義
の
考
へ
に
基
い
て
屠
る
の
で
如
何
な
る
焼
カ
に
も
如
何
な
る
社
食
 
 
 

の
風
潮
に
も
恐
れ
な
い
三
方
ふ
厳
正
さ
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
＝
の
i
E
義
の
考
ぺ
も
つ
て
粥
衆
陪
野
良
ミ
し
て
裁
判
 
 
 

l
こ
干
興
せ
ら
る
～
叱
ら
ば
決
し
て
裁
判
所
ね
し
て
誤
ら
し
む
る
＝
軍
往
な
い
ざ
存
じ
ょ
す
。
 
（
各
洩
請
座
 
七
月
携
よ
り
）
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